
障害や病気を持つ人も、社会的に自立した生活を送れる
ような人間支援システムを研究開発しています。

略歴 所属学会
2001年～2006年株式会社ケンウッドにて、無
線通信システム機器の開発・設計に従事に従事
した。その後、東京都立大学院大学助教、法政
大学理工学部兼任講師を経て、日本工業大学ロ
ボティクス学科の准教授に着任し、現在は障害
者支援に関する人間支援システム開発を中心と
した研究に着手している。

計測自動制御学会
日本知能情報ファジィ学会
日本感性工学会
日本ロボット学会
IEEE

知能システムによる人間支援システムに関する研究

知能システムを用いてウェルビーイングを支援する開発を
行っています。ウェルビーイングは「肉体的にも、精神的に
も、そして社会的にも全てが満たされた状態にある」新しい
健康の概念です。ウェルビーイングを実現するためには、多
様な人々が共生し、個々人が自立した社会生活を送れるよう
サポートしなければなりません。人間支援システムを構築す
るために、AI、システムデザイン、ロボットなどのイノベー
ションを活用し、社会の課題解決に取り組んでいます。

主な論文発表
• Development of an action-intention indicator for 

sidewalk vehicles, Tomoyuki Ohkubo, Riku
Yamamoto, Kazuyuki Kobayashi, Journal of 
Robotics and Mechatronics, pp. 1073-1083, 2023

• Relationship between the results of arm swing data
from the OpenPose-based gait analysis system and
MDS-UPDRS scores, Kenta Abe, Ken-Ichi Tabei,
Keita Matsuura, Kazuyuki Kobayashi, Tomoyuki 
Ohkubo, IEEE Access, pp.118992-119000, 2022

共同研究の可能性
• 深層学習を利用した画像処理システムの研究開発
• 病気の早期診断システムの研究開発
• ヒューマンマシンインタラクションの研究開発
など

お問合せ 345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1
日本工業大学 先進工学部 ロボティクス学科 大久保 友幸
Tel. 0480(33)7721 (直通), E-mail : ohkubo.tomoyuki@nit.ac.jp

医療福祉工学
知能システム

自律移動ロボット大久保 友幸
おおくぼ ともゆき

准教授
先進工学部

ロボティクス学科
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シミュレーション仮説の検証を最終的な目的に設定し、
ロボティクス技術を軸にバーチャル環境に入り込むため
のヒューマンインタフェースの開発に取り組んでいます。
略歴 所属学会など
ソフトバンク株式会社に入社後、AI・ロボット
開発ベンチャー企業の株式会社ロビットに転職
し、機械・回路・ソフトウェアの設計開発に従
事。その後、法政大学にて教務助手として勤務
しつつ博士の学位を取得し、日本工業大学ロボ
ティクス学科の助教に着任。バーチャルリアリ
ティのインタフェースを中心に研究を実施。

日本バーチャルリアリティ学会
計測自動制御学会
人工知能学会
IEEE（米国電気電子学会）

Motion-Less VRに関する研究
バーチャルリアリティ（VR）は、現実と異なるバーチャル環境

を体験可能とする技術です。多くのVRシステムでは、ユーザーの
身体運動をバーチャルアバターに直接反映させるため、実空間に
よる制約を受けます。そこで本研究室では、身体の動きを抑制し
ながら運動意図を読み取り、それに基づいてバーチャルアバター
を操作する「Motion-Less VR」システムを提案し、その実現に向
けて研究・開発を行っています。このシステムの開発にあたり、
身体固定、運動意図の取得、バーチャルアバターの運動生成、運
動感覚の提示といった各要素に分けて研究を進めています。

主な論文発表
• 望月 典樹, 中村 壮亮, “リアル身体での運動を伴わ
ない身体没入型VRインタフェース「Motion-Less
VR」の提案と基礎検討”, 日本バーチャルリアリ
ティ学会論文誌 , Vol.26, No.1, pp. 76-85, 2021.

• 望月典樹, 今永尚志, 中村壮亮, “Motion-Less VR
の研究：上肢2自由度運動を可能とするシステムの
開発と基礎評価”, 計測自動制御学会論文集, No. 57,
Vol. 9, pp. 418-420, 2021.

共同研究の可能性
• 遠隔ロボット操縦インタフェースの研究開発
• 腱振動刺激、皮膚伸長刺激、経皮的電気刺激
を用いたリハビリテーション技術の研究開発

• 固定状態を自動で切り替え可能な身体固定デ
バイスの研究開発

• バーチャル空間（メタバース）の構築および
ユーザビリティ評価

バーチャルリアリティ・
ヒューマンインタフェース

望月 典樹
もちづき のりき

助教
先進工学部

ロボティクス学科

Motion-Less VRの概念の概念

自身で着脱可能な
身体固定機構

腱電気刺激による
運動感覚提示

腱振動刺激による
運動感覚提示

VR酔いの評価

モーション レス

Motion-Less VRの実装例
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